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コンテントスクエアマスターサービス契約書 
  

本コンテントスクエアマスターサービス契約（以下「本マスターサービス契約」という。）は、11.12 条に定める関連するコンテントスクエ

ア契約当事者（以下「コンテントスクエア」という。）及び_________________________________（当該会社又は事業体の関連会社が CS サ

ービスの本注文書を締結した場合、かかる会社が関連会社であり続ける限り、当該関連会社と合わせて、以下個別に「顧客」という。）の

間で、__________年______月______日（以下「本契約開始日」という。）付で、以下のとおり締結される。なお、文脈に応じて顧客又はコ

ンテントスクエアを個別に又は総称して「当事者」又は「両当事者」という。 

両当事者は、本マスターサービス契約の条件並びに本注文書の条件、具体的なサービス条件、製品詳細及び本契約の別紙又は両当事者が締結

する本注文書に記載される適用のあるライセンス／サブスクリプション条件に拘束されることに同意する。本注文書は、本マスターサービス

契約の条件に従うものとする。 

契約書類で相互に矛盾がある場合、次の優先順位に従う。 (1)本注文書、(2)DPA、(3)本マスターサービス契約の別紙及び本マスターサービ

ス契約においてリンクが提供されているドキュメンテーション、(4)本マスターサービス契約。 

 

1 定義及び解釈の準則 

 

1.1.  定義 

「アカウント」とは、顧客がそのユーザーによる CS サービスへのアクセス及びその利用を可能にするために開設する固有のアカウントを意

味する。 

当事者の「関連会社」とは、直接的又は間接的に、当事者を支配し、当事者と共通の支配者を持ち、又は当事者に支配される事業体を意味

する。ここで「支配」とは、対象の事業体に係る 50％超の議決権付権利の保有を意味する。かかる支配要件を満たす限り、あらゆる法的事

業体は当事者の関連会社とみなされる。 

「契約期間」とは、個別の本注文書に関する当初契約期間及び更新後期間（もしあれば）を意味する。 

「更新後期間」とは、本マスターサービス契約 7.1 条（期間及び終了）において定義される意味を有する。 

「顧客アプリ」とは、本注文書に記載された顧客若しくは顧客の関連会社により、又はかかる顧客若しくは顧客の関連会社のために所有及

び運営されるアプリケーションであって、顧客が本契約に基づいて SDK を実装するためのものをいう。 

「顧客サイト」とは、本注文書に記載された顧客若しくは顧客の関連会社により、又はかかる顧客若しくは顧客の関連会社のために所有及

び運営されるウェブサイトの URL であって、顧客が本契約に基づいてスクリプトを実装するためのものをいう。 

「顧客データ」とは、（i）顧客、顧客の関連会社又はユーザーがCSサービスのアクセス又は利用に関連して提供又は入力するあらゆる形式

のデータ、資料又は情報、（ii）訪問者データ、（iii）ユーザーデータ、及び（iv）それらに由来するすべての情報を意味し、これには、

CS サービスがそれらのデータを処理した結果も含まれる。 

「個人データ」とは、関連データ保護法において「個人データ」又は「個人情報」という用語に与えられたのと同様の意味を有する。 

「サービスレベル合意書」とは、https://contentsquare.com/legal/support-package-sla/において随時有効となるコンテントスクエアの

サービスレベル合意書を意味する。 

「収集対象個人データ」とは、本契約に基づくサービスの提供に必要な訪問者の個人データであって、CS サービスが処理するように設計さ

れたものをいい、具体的には、IP アドレス、オンライン固有 ID (Cookie ID)、ウェブサイト及びモバイルアプリの技術情報、オンライン行

動データ、並びに追加的な種類の訪問者データであって顧客が特別に要求し、CS サービス機能の不可欠な要素となったものを意味する。 

「スクリプト」とは、コンテントスクエアが作成し CSサービスの一環として顧客に提供する JavaScriptであって、顧客により又は顧客のた

めに顧客サイトで実行することにより CS サービスと相互作用し、収集対象個人データ以外の個人データのブロック又は収集の阻止を含む CS

サービスの機能を発動するものを意味する。 

「早期アクセスプログラム」とは、まだ公開されていない潜在的 CS サービスの試験及びフィードバックのために、コンテントスクエアが裁

量で選択した顧客グループに提供するプログラムを意味する。 

「第三者サービス」とは、サービス、ソフトウェア、製品、申請、統合及びその他の機能又はオファーであって、顧客が提供するもの、又

は第三者若しくは顧客の要請によりコンテントスクエアが顧客に提供するものを意味する。 

https://contentsquare.com/legal/support-package-sla/
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「地域別特則」とは、11.12 条に規定される補遺をいい、（i）特定の法域における顧客、又は（ii）一定のコンテントスクエア契約当事者

との間で本注文書を締結した顧客について適用され、当該法域又はコンテントスクエア契約当事者に特有の条項を含むように本マスターサー

ビス契約を補足又は修正するものとする。 

「知的財産権」とは、特許、発明、実用新案、著作権及び関連する権利、ロゴ及びサービスマーク、商号、事業及びドメイン名、製品デザ

イン及び体裁に関する権利、営業権又は詐称について訴訟を提起する権利、不正競争防止に関する権利、意匠権、コンピュータ・ソフトウェ

アに関する権利、データベース権、半導体、マスクワーク及びトポグラフィー権、著作者人格権、秘密情報（ノウハウ及び企業秘密を含

む。）に関する権利、並びにその他の知的財産権を含むがこれらに限定されない、すべての知的財産権を意味し、登録されているか未登録で

あるかを問わず、そのような権利に関するすべての申請及び更新又は延長を含み、また現在又は将来存続するか若しくは存続する可能性のあ

るすべての類似又は同等の権利又は保護の形式を含む。 

「適用データ保護法」とは、適用のある限度において、（i）2016 年 4 月 27 日付の個人データに関する自然人の保護及び同データの自由な

移動に関する欧州議会及び欧州理事会規則（以下「GDPR」という。）、2002 年 7 月 12 日付の電子通信分野における個人データの処理及びプ

ライバシー保護に関する欧州議会及び欧州理事会指令（以下「e プライバシー指令」という。）、2018 年英国データ保護法（以下「英国

GDPR」という。）、その他 EU、欧州経済領域及びその加盟国、スイス、英国における法令、並びに（ii）本契約に基づく個人データの処理

に適用されるあらゆる地域（国、州、地方、地方の別を問わない。）のプライバシー及びデータ保護に関する法律及び規制を意味し、随時改

正、延長、再制定又は解釈されるものとする。 

「当初契約期間」とは、本注文書に記載される当初の期間をいい、本注文書開始日に開始し、無料期間及び有料期間から成る。 

「ドキュメンテーション」とは、http://docs.contentsquare.comにて提供される CS サービスに関するコンテントスクエアの最新の技術的及

び機能的ドキュメンテーションを意味する。 

「被補償当事者」とは、9.1 条（第三者請求）に基づき補償される当事者又は事業体（コンテントスクエアであるか顧客であるかを問わな

い。）を意味し、その関連会社、従業員、取締役、代理人及び代表者を含む。 

「秘密情報」とは、口頭か書面かを問わず、両当事者及びその関連会社（以下「開示当事者」という。）により又は開示当事者のために、

本契約開始日の前後を問わず、他方の当事者（以下「受領当事者」という。）に直接的又は間接的に提供された、秘密性を有する又は合理

的に秘密と考えられるあらゆる情報を意味する。秘密情報には、本契約に関連する情報であって、一般に公知でないもの、非公開の財務情報

／データ、事業計画又は方法、製品ロードマップ及び価格その他の商業的に機密性の高い情報、販売戦略、販売予測、サプライヤーリスト／

名称、並びに顧客データを含むものとする。秘密情報には、以下の(a)乃至(e)に掲げる情報は含まれない。（a）受領当事者の過失又は本契

約違反によらずに公知であった又は公知となった情報、（b）受領当事者が開示当事者の秘密情報を利用又は参照することなく独自に開発し

た情報、（c）受領当事者が、守秘義務を負わず、利用又は開示に関する制約なしに、第三者から正当に取得した情報、（d）利用又は開示に

関する制約なしに、開示の時点で受領当事者が正当に所有していた情報、又は（e）受領当事者が開示当事者の書面による事前の同意を得て

開示した情報。 

「プロフェッショナルサービス」とは、実装、コンサルティング、研修、又は本注文書若しくは相互に締結した業務明細書に明記された他

の付随的な CS サービスを意味する。 

「ページビュー」とは、顧客サイトの訪問者が顧客サイトを利用することにより、コンテントスクエアにおいて新たな情報の処理が発生す

ることを意味する。顧客サイトにおけるページビューの年間上限数は本注文書において「PVPY」として規定される。顧客サイトの訪問者によ

る顧客サイト上での活動又はそれによる何らかのウェブ技術の発動により、URL の変更を伴わないウェブページの内容の変更が生じた場合、

それは別個のページビューとして計算する。 

「訪問者」とは、顧客サイト及び/又は顧客アプリの訪問者を意味する。 

「訪問者データ」とは、顧客による CS サービスの利用に関連してコンテントスクエアが処理する訪問者に関連するデータを意味する。 

「補償当事者」とは、9.1 条（第三者請求）に基づく補償を履行する当事者又は事業体（コンテントスクエアであるか顧客であるかを問わな

い。）を意味する。 

「本契約」とは、（a）本マスターサービス契約並びにその別紙及び本マスターサービス契約においてリンクが提供されているドキュメンテ

ーション、（b）地域別特則（該当する場合）、（c）本マスターサービス契約に言及する記入済みかつ署名済みの本注文書、並びに（d）DPA

（5.3 条に定義される。）を意味する。 

「本注文書」とは、当事者間で合意され、顧客及びコンテントスクエア又はそのいずれかの関連会社間で締結される、CS サービス、プロフ

ェッショナルサービス、手数料、当初契約期間及び他の条件を明記した本注文書を意味し、関連する補遺及び補足を含む。本注文書を締結す

ることにより、関連会社は、当初から本契約の当事者であったかのように本契約の条件に拘束されることに同意する。 

「本注文書開始日」とは、本注文書に記載された該当本注文書の開始日を意味する。 

http://docs.contentsquare.com/
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「ユーザー」とは、顧客又はその関連会社のすべての従業員、代理人及び請負業者であって、顧客又は顧客の関連会社から本契約に従って

本契約の目的のために CS サービスへのアクセス権を付与された者を意味する。ユーザーが顧客の代理人又は請負業者である場合、当該ユー

ザーが少なくとも本マスターサービス契約に含まれるのと同等の秘密保持義務を顧客に対して負い、かつ、顧客又はその関連会社の社内業務

目的を支援するためにのみCSサービスにアクセス又はCSサービスを利用しているときに限り、CSサービスの利用が許可されるものとする。 

「ユーザーデータ」とは、氏名、職位、役職、電子メールアドレス、IP アドレス、クッキーID、利用及びオンライン行動データを含む、ユ

ーザーによる CS サービスのアクセス及び利用に関連してコンテントスクエアが収集又は受信したユーザーに関するデータを意味する。 

「料金」とは、本注文書に定める顧客からコンテントスクエアに支払われるすべての料金を意味する。 

「CS サービス」とは、コンテントスクエア又はその関連会社が本注文書に基づき提供する製品及びサービス（もしあれば）を意味し、当該

製品及びサービスには、コンテントスクエア又はその関連会社が第三者からライセンス許諾を受けて顧客に提供するサービスに組み込むソフ

トウェア又はその他技術が含まれる。疑義を避けるために明記すると、CS サービスにはスクリプト及び SDK が含まれるが、第三者サービス

（以下に定義される。）は含まれない。また、CS サービスは、コンテントスクエア又はその関連会社が追加製品又はサービスを評価するこ

とに関連して書面で同意した場合、当該追加製品及びサービスを含むものとする。 

「CS セキュリティセーフガード」とは、https://contentsquare.com/legal/contentsquare-security-safeguards/において提供されるコンテ

ントスクエアセキュリティ基準を意味する。 

「SDK」とは、コンテントスクエアが作成し CSサービスの一環として顧客に提供するソフトウェア開発キットであって、顧客により又は顧客

のために顧客アプリで実行することにより CS サービスと相互作用し、収集対象個人データ以外の個人データのブロック又は収集の阻止を含

む CS サービスの機能を発動するものを意味する。 

 

1.2. 表題及び解釈 

本マスターサービス契約において、（a）定義された用語の意味は、単数形及び複数形を問わず等しく適用されるものとし、（b）見出し及び

表題は便宜上利用されているにとどまり、本マスターサービス契約を解釈する際には考慮されないものとし、（c）「含む」という用語は、

「含むがこれに限られない」という語句が続くものとみなされる。本マスターサービス契約において言及されるすべての条、項、別紙、リン

ク先のドキュメンテーション及び添付は、別段の規定がない限り、本マスターサービス契約における条、項、別紙、リンク先のドキュメンテ

ーション及び添付を指すものとし、全ての別紙、リンク先のドキュメンテーション及び添付は、本契約において参照されることにより本契約

の一部を構成するものとする。 

 

2. アカウント、利用及びアクセス権 

 

2.1.  口座 

顧客は、CS サービスへアクセスし利用するために、コンテントスクエアにアカウントを作成するものとする。顧客は、（a）アカウントを作

成するために最新の完全かつ正確な情報を提供するものとし、（b）すべてのユーザー情報を含む、アカウント、ログイン情報及びパスワー

ドのセキュリティを維持する責任を負い、（c）アカウントのパスワードを紛失、盗難又は不正な開示から保護するために合理的に必要なす

べての措置を講じるものとする。顧客は、本 2.1 条の違反又は違反のおそれが生じた場合、直ちにコンテントスクエアに通知するものとす

る。 

 

2.2.  利用権 

コンテントスクエアは、本注文書に記載される CS サービスを顧客に提供するものとする。本契約の規定に基づき、コンテントスクエアは、

顧客に対して、契約期間中、専ら顧客及びその関連会社の社内業務目的のために、ドキュメンテーションに従い、（a）CS サービスにアクセ

スし利用すること、（b）顧客サイト上にスクリプト又は顧客アプリ上に SDK を実装すること、及び（c）ドキュメンテーションにアクセスし

利用することに関する、法域を問わない、限定的かつ非独占的で、移転、サブライセンス及び譲渡がいずれも不能な権利及びライセンスを付

与するものとする。顧客は、その関連会社及びすべてのユーザーが、本契約に基づくすべての顧客の義務を遵守することを保証するものと

し、また顧客は、それらの者の作為及び不行為につき、顧客自身の作為及び不行為であるものとして、引き続き責任を負うものとする。顧客

の関連会社は、本マスターサービス契約を参照する形で本注文書を締結することができ、かかる場合、当該顧客の関連会社は、本契約に基づ

くその負債及び義務につき全面的に責任を負うものとし、また、本マスターサービス契約において「顧客」という用語はすべて、本注文書に

記載される顧客の関連会社を指すものとみなす。 

 

2.3.  制約 

顧客は、以下に掲げる行為を行ってはならず、またそのユーザー又は自己の支配下にある他の者が以下に掲げる行為を行わないことを保証す

る。 

(a) 本注文書を含む本契約に定められた利用制限を潜脱又は顧客に許可された利用若しくは利用方法を超える方法で CS サービスを利用

し、又はアクセスを認めること。 
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(b) 本マスターサービス契約に別段の明示の規定がある場合を除き、CS サービス又はドキュメンテーションの全部又は一部について第

三者に対してライセンス許諾、サブライセンス、販売、再販売、賃貸、リース、譲渡、配布、タイムシェア又はその他の方法で提

供すること。 

(c) （i）CS サービスと競合して第三者に提供することを意図した製品若しくはサービスを開発若しくは運営すること、又は（ii）コ

ンテントスクエアの直接競合する者に対してアカウント又はドキュメンテーションへのアクセスを許可することを目的として、CS

サービス又はドキュメンテーションへアクセス又はそれらを利用すること。 

(d) CS サービス若しくはその技術についてリバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブル、又は複製を行い、ソースコー

ド、オブジェクトコード、若しくは営業機密を取得し、CSサービス若しくはその技術から派生物を作成し、又はCSサービスから生

成されたアウトプットを利用して、全部か一部かを問わず、他のシステム、プログラム、プラットフォームを精錬、点検又は検証

し、又はベンチマーキング、ソフトウェア開発若しくは他の競争目的（又はそれらの試み）に従事すること。但し、顧客が放棄す

ることができない適用法に基づく権利に基づく場合を除く。 

(e) （i）契約、知的財産、プライバシー若しくはパブリシティに関連するものを含む、第三者の権利に違反若しくはそれらを侵害する

方法、又は（ii）嫌がらせ、脅迫若しくはわいせつなものを含む、名誉毀損、不法行為若しくはその他の違法な資料の保存若しく

は送信を促進する方法で、CS サービス又はドキュメンテーションを利用すること。 

(f) CS サービスを利用して、ウイルス若しくは他の有害なコンピュータコード、ファイル、スクリプト、エージェント若しくは他のプ

ログラムを作成、利用、送信、保存若しくは実行し、CS サービス若しくはそれらに関連するホスト、ネットワーク若しくはアカウ

ントに係るユーザー認証若しくはセキュリティを潜脱若しくは開示し、又は、技術的に可能であっても、本注文書で具体的に特定

されたもの以外の CS サービスコンポーネントを利用すること。 

 

2.4.  アクセスの停止 

コンテントスクエアは、合理的に信義に則り利用制限を含む本契約の規定に違反していると判断した場合、該当する CS サービスの利用を停

止し、該当するアカウント又はコンテンツを削除又は無効化することができる。コンテントスクエアは、当該停止又は無効化の前に顧客にそ

の旨を通知するよう商業的に合理的な努力を尽くすものとする。但し、（a）適用法に基づき通知することが禁止されている場合、又は（b）

CS サービス若しくは第三者への損害を防止するために通知を遅らせる必要がある場合はこの限りではない。 

 

2.5.  第三者サービス 

顧客は、第三者及び／又はコンテントスクエアから第三者サービスを取得することができる（例：再販契約又はその他のアレンジメント）。

顧客による第三者サービスの取得は、専ら顧客と該当する第三者サービス提供者との間で行われるものであり、コンテントスクエアは、本注

文書又は本マスターサービス契約に別段の明示の規定がない限り、当該第三者サービスに関するいかなる責任又はその他の義務についても保

証し、支援し、又は引き受けることはないものとする。顧客が第三者サービスを CS サービスと統合又は相互運用することにより、コンテン

トスクエア又は CS サービスの利用サービスにおいて当該第三者サービス又は第三者サービス提供者との間で顧客データを交信する必要が生

じた場合、顧客は、（a）当該第三者サービスと CS サービスの相互運用に必要かつ適切な限度で、コンテントスクエアが当該第三者サービス

又は第三者サービス提供者に対して顧客データ及び顧客による第三者サービスの利用に関する情報へのアクセスを付与することを許可し、

（b）顧客及び第三者サービス間のデータのやりとりは専ら顧客及び第三者サービス提供者の間で処理され、かかる第三者サービスの利用及

び提供に係る第三者サービス提供者の利用規約により規律されるものであることを了承し、（c）第三者サービス及び第三者サービス提供者

によるアクセスに起因して生じた顧客データの開示、改変又は削除について、コンテントスクエアは責任を負わないことに同意するものとす

る。 

 

2.6.  サポートサービス 

コンテントスクエアは、https://contentsquare.com/legal/support-package-sla/において詳細に定義される技術支援サービス（以下「サ

ポートサービス」という。）を顧客に提供するものとする。コンテントスクエアは、顧客に事前に書面で通知することにより、随時、サポ

ートパッケージをアップデートすることができる。但し、当該アップデートは、現行のサポートサービスレベルに重大な影響を及ぼさないも

のとする。顧客は、報告された問題に関する十分なデータ及び支援をコンテントスクエアに提供するものとし、コンテントスクエアがサポー

トサービスを提供するためにコンテントスクエアに合理的に協力するものとする。 

 

2.7.  早期アクセスプログラム 

顧客がコンテントスクエア早期アクセスプログラムに参加するよう招待された場合、その限度で、当該参加については、

https://contentsquare.com/legal/early-access-program-terms-and-conditions/において定める条件に準拠するものとする。 

 

3. 財産権 

 

3.1.  CS サービス 

コンテントスクエア、その関連会社及び／又はそのライセンサーは、CS サービス及びドキュメンテーションに関するすべての知的財産権及

びその他の権利、改良、デザインへの寄与又は派生物、及び関連する知識又はプロセス（CS サービスによる機械学習アルゴリズムのアウト

プットを含む。）を保有する。プロフェッショナルサービスの履行においてコンテントスクエアにより、又はコンテントスクエアのために提

供されるすべての成果物は、顧客データ及び顧客の秘密情報を除き、コンテントスクエアが所有し、本マスターサービス契約に基づく CS サ

ービスの一部を構成するものとする。 

 

3.2.  顧客データ 

https://contentsquare.com/legal/support-package-sla/
https://contentsquare.com/legal/early-access-program-terms-and-conditions/
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CS サービスの利用を通じて処理される顧客データは、顧客が所有するものとする。顧客は、契約期間中本契約に基づく義務を履行するため

に必要な限度において、顧客データ及びその知的財産権を処理、送信及び利用するための、限定的、取消可能、非独占的、サブライセンス可

能な、法域を問わない、ロイヤリティ不要の権利及び実施権をコンテントスクエア及びその関連会社に付与する。 

 

3.3.  フィードバック 

顧客は、随時、コンテントスクエア及びその関連会社に対し、CS サービスに関して、拡充又は機能性のための提言、勧告、提案、発案、誘

導又はその他のフィードバックを提供することができる（以下「フィードバック」という。）。顧客がフィードバックを提供する限度にお

いて、顧客は、フィードバックをコンテントスクエア及びその関連会社に対し、制限なくフィードバックを作成、利用、販売、販売提案、輸

入、及びその他開発する（当該フィードバックを CS サービスに統合することを含む。）ためのロイヤリティ不要、対価支払済み、サブライ

センス及び（11.4 条（移転及び譲渡）に関わらず）譲渡が可能な、非排他的で、撤回不能の、永続的かつ法域を問わない権利及びライセン

スを付与するものとする。顧客は、（a）フィードバックが顧客、その関連会社又はユーザーを特定し又は顧客データを含むものではないこ

と、及び（b）顧客が、本項に記載されるライセンスを付与するために必要なユーザー又は他の第三者からの授権を得ていることを保証する

ものとする。疑義を避けるために明記すると、フィードバックは顧客の秘密情報を構成しないものとする。 

 

4. 秘密保持 

 

4.1.  利用制限及び非開示 

契約期間中及びその後においても、受領当事者は、（a）秘密情報を本契約の目的のためにのみ利用し、（b）顧客の要請による場合又は受領

当事者若しくはその関連会社の従業員、権限ある担当者、請負業者及びアドバイザーであって、本契約の目的のために秘密情報を知る必要が

あり、本条に定めるのと同等以上の秘密保持義務に拘束される者に開示する場合を除き、秘密情報を他者に対して再生産、流布、又は開示せ

ず、また（c）類似の性質を持つ自己の情報を保護するのと同程度以上の注意をもってすべての秘密情報を保護するものとする。 

 

4.2.  必要な開示 

受領当事者が法律により開示当事者の秘密情報の開示を要求される場合、受領当事者は、法律又は行政上の手続により禁止されない限り、開

示を行う前に、直ちに開示当事者に書面で通知し、また、合理的に可能な場合、秘密情報の公開を防止するための保護に関する命令を取得す

るために開示当事者に協力するものとする。 

 

4.3.  所有権 

受領当事者は、両当事者間において、受領当事者の占有又は支配下にあるすべての写しを含め、開示当事者から受領するすべての秘密情報

が、開示当事者に排他的に帰属するものであることを確認する。本契約のいかなる規定も、開示当事者のいずれかの秘密情報に関する権利、

権原又は権益を受領当事者に付与するものではない。受領当事者が開示当事者の秘密情報を自社の資料に組み込んだ場合であっても、秘密情

報の秘密性は失われないものとする。 

 

4.4.  終了 

本マスターサービス契約及びすべての本注文書が終了した場合、各当事者は、終了日から 90 暦日以内に（訪問者データについては本契約又

は本注文書において合意された保持期間がある場合は当該期間の間に）、当該当事者が保有する他方当事者から受領した、又は他方当事者に

代わって当事者が作成若しくは受領したすべての秘密情報を返却若しくは匿名化し、又は破棄するものとする。但し、災害復旧のために通常

のバックアップ媒体に保存され適宜破棄される秘密情報、並びにメモリダンプ、スワップファイル、一時ファイル、プリンタスプールファイ

ル及びメタデータのように特殊なツール及び技術を利用することなしには一般的にアクセス不能と考えられる、削除済ファイル及び非論理的

データのような潜在的データについては、本項に定める秘密情報の返却又は破棄の対象とならないものとするが、本契約に基づく不利用及び

非開示に係る義務は適用されるものとする。 

 

5. セキュリティ、個人データ及び顧客データ 

 

5.1.  コンテントスクエアセキュリティ基準 

コンテントスクエアは、CS サービスを提供するために、商業上合理的で業界における標準的なセキュリティ技術を利用するものとする。コ

ンテントスクエアは、顧客データ及び個人データのセキュリティ、完全性及び機密性を保持しセキュリティティセーフガードに基づき当該デ

ータを不正又は違法な開示若しくは侵害又はアクセスから保護するために設計された、情報セキュリティポリシー及びセーフガードを含む適

切な技術的及び組織的措置を実施し、維持するものとする。追加の又は異なる担保責任（もしあれば）は、当事者間の本注文書又は別途の書

面による合意に明示的に記載される。 

 

5.2.  セキュリティ監査 
コンテントスクエアは、毎年、ISO27001 又はその他の同様に認知された規格に準拠した監査（以下「データ保護統制監査」という。）を実

施するために、適切な資格者を起用するものとする。コンテントスクエアは顧客に協力し、また、コンテントスクエアに対する合理的な事前

通知（30 日以上）により、顧客がコンテントスクエアのペネトレーションテストプロトコルに同意することを条件として、顧客は 1 年に一

回を限度として、第三者（本関連契約における顧客の守秘義務と同程度に厳格な守秘義務を負う者に限る。）を用いて技術的なセキュリティ

テスト（マニュアルペネトレーションテスト）を実施し、顧客データを保管するコンテントスクエアのシステムを監査（以下「技術セキュ

リティ監査」という。）することにより、必要なセキュリティ措置が実施され適切に機能していることを確認することができるものとす

る。技術セキュリティ監査の結果判明した不備やその重要性については、両当事者がレビューし、合意されなければならないものとする。コ

ンテントスクエアは、セキュリティ質問表、データ保護統制監査又は技術セキュリティ監査（それぞれ「セキュリティ監査」という。）に
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おいて判明し有効と認められたすべての重大な欠陥、懸念又は勧告に直ちに対処するものとする。セキュリティ監査の結果、顧客がコンテン

トスクエアの安全対策が不十分であると合理的に判断した場合、顧客の書面による要請後速やかに、コンテントスクエアの上級役員が顧客の

代表と会合し、問題が終了するまで誠意を持って協議するものとする。但し、本第 5 条に基づき実施されるすべての評価及び監査は、以下の

要件に準拠するものとする。 

a) 顧客は、30 日前に書面で通知するものとする。 

b) 12ヶ月に 1回を限度とする。但し、顧客に影響を及ぼすセキュリティインシデントの場合、顧客は、6ヶ月ごと又は両当事者間で

書面で合意される他の期間ごとに監査することができる。 

c) 顧客の単独の費用負担とする。 

d) 評価及び監査の範囲は、顧客とコンテントスクエア間で相互に合意するものとし、一般的に、有効な SSAE (SOC 2）、ISO 27001 又

は ISO 27701 基準の対象となっていない事項に限定されるものとする。 

e) 顧客が要求する評価及び監査の一環としての経費は、専ら顧客の負担とする。 

 

5.3.  データ処理契約 

個人データの処理に関して、両当事者は、当事者が別個のデータ処理契約を合意及び締結した場合を除き、コンテントスクエアの標準データ

処理契約（https://contentsquare.com/privacy-center/data-processing-agreement/）の規定が適用されることに合意する（附属書を含

み、「DPA」という。）。各当事者は、DPA の条件を遵守することに同意し、当該 DPA は本項で参照されることにより本契約に組み込まれる

ものとする。本マスターサービス契約及び／又は本注文書の締結により、DPA 及び DPA において参照される標準契約条項についても締結した

ものとみなされる。 

 

5.4.  顧客データ、個人データ、訪問者データ 

(a) 顧客は、適用データ保護法を含むすべての適用法に従って CS サービスを利用するものとする。顧客は、顧客による CS サービスの

利用がすべての適用データ保護法を遵守することを保証するものとし、これには（a）顧客のプライバシープラクティス（データの収集及び

利用方法を含む。）を明確かつ正確に開示する通知を訪問者に提供すること（例：顧客サイトにわかりやすい方法でプライバシーポリシー

を掲載する）、（b）CS サービス及び訪問者データの処理に関する CS サービスの利用に関するクッキー又は SDK その他の類似の技術の導入

及び利用、（c）法令で要求される場合、同意を取得し、その記録を維持することを含むものとする。顧客の書面による要請があった場合、

コンテントスクエアは、顧客が適用される法的又は法令上の義務を遵守するために合理的に要請される一定の技術的な書面を顧客に提供す

ることができる。顧客は、契約期間中、本契約の条件に基づいて訪問者データを処理するために有効な合法的根拠を有し、維持することを

保証する。顧客は、コンテントスクエアが適用データ保護法その他の適用法令に違反する又は違反するおそれがある状態に陥るような作為

又は不作為を行ってはならない。 

 

(b) 顧客は、コンテントスクエアが書面で明示的に合意した場合を除き、CS サービスが収集対象個人データ以外の訪問者の個人データ

を処理することを意図していないことに同意し、了承する。したがって、顧客は、収集対象個人データ以外の訪問者の個人データがコンテ

ントスクエアに送信されることを防止するものとし、そのために CS ドキュメンテーションに記載される適切なブロッキングスクリプト又は

その他の有効なツール若しくは方法を、顧客サイト及びブラウザバックエンドの関連するエリアであって、収集対象個人データ以外の訪問

者の個人データが（a）顧客による CS サービスの利用を通じて収集され（例：クッキー、JS 若しくは APIエラーログ又は他のネットワーク

通信）、（b）訪問者により入力され（例：キーボード入力）、又は（c）表示される（例：HTML内に予め組み込まれたデータ）領域に実装

するものとする。 

 

(c) いずれかの当事者が、収集対象個人データ以外の訪問者の個人データが CS サービスを通じて処理されたことを知った場合、両当事

者は、当該個人データを CS サービスから削除するために誠実に協力することに同意する。但し、当該協力は、本契約又は適用法に基づき当

事者に与えられた権利又は救済を制限するものではない。顧客は、個人データを本項に基づいて削除することが必要な場合において、当該

個人データのみを削除することが（コンテントスクエアの判断において）商業的に合理的でなく、又は技術的に実行可能でないときは、CS

サービスの利用を通じて処理された他の訪問者データも削除されることがあることを了承し、同意する。 

 

(d) CS サービスの利用を通じて処理された訪問者データは、本注文書に明記される関連期間中（以下「アクセス期間」という。）、顧

客の用に供されるものとする。コンテントスクエアは、訪問者データを消去又は匿名化するものとし、原則としてその収集の時から遅くと

も 13ヶ月（以下「保存期間」という。）以内に当該訪問者データは、顧客による利用が不可能となるものとする。顧客は、保存期間を延長

するようコンテントスクエアに書面で指示することができる。 

 

5.5.  利用状況データ 

顧客は、コンテントスクエア及びその関連会社に対し、（i）コンテントスクエア及びその関連会社により提供されるサービスを調査、開

発、変更、改善又は支援するために顧客データを編集及び利用し、（ii）顧客データを顧客、顧客のユーザー、又はその訪問者を直接特定し

若しくは合理的に特定するために利用することができないよう匿名化又は集合化した上で、ベンチマーキング又は機械学習の目的のために利

用し、また、（iii）業界分析、解析、マーケティング並びに製品及びサービスの開発、訓練及び改善を含むコンテントスクエアの業務目的

のために、CS サービスの利用から生み出された又は派生したデータ、情報又は洞察を収集し、利用するための、非独占的、永久的で、法域

を問わないロイヤリティ不要の権利及びライセンスを付与するものとする。いかなる場合にも、コンテントスクエア又はその関連会社は、マ

ーケティング又は広告のために顧客データを第三者に販売してはならないものとする。 

 

6. 料金の支払、租税 

https://contentsquare.com/privacy-center/data-processing-agreement/


V2023.2.1 
 

 
 
 

7 

 

 

 

6.1.  料金 

本注文書又は地域別特則に別段の明示の合意がない限り、（a）コンテントスクエアは、毎年事前に顧客に対して料金の請求書を発行するも

のとし、（b）最初の請求書は、関連する本注文書開始日に発行され、（c）顧客が請求書を受領してから 30 日以内を支払期限とし、（d） 

すべての金額は、本注文書に明記される通貨で支払われ、（e）契約期間中の任意の 12ヶ月の間に、本注文書に記載されるページビュー制限

を超過した場合、顧客は、コンテントスクエアがその時点で適用する料率又は関連する本注文書に記載された超過レートで計算された超過利

用料を、毎年支払うものとする。請求書の発行又は交付の不履行又は遅延は、顧客の支払義務を免除するものではない。本注文書が締結され

た場合、本注文書は、当該本注文書において明示的に合意される場合を除き、取消不能、かつ、払戻不能とする。料金は毎年改定し、各更新

後期間の始めから適用することができるものとするが、料金の増額は、3％又は消費者物価指数の年次増額分のいずれか大きい値を超えない

ものとする。 

 

6.2  支払、遅延手数料、弁護士費用 

すべての支払いは、顧客の単独の費用負担において、銀行送金又は EFT による支払によって行われなければならない。コンテントスクエア

は、本契約に基づくその支払義務に関連して生じる顧客の取引手数料を負担しないものとする。コンテントスクエアは、顧客が書面による支

払督促の受領後 10 日以内に本契約に基づく支払いを行わない場合、他の権利を損なうことなく、（a）延滞金額につき支払期日からその完済

（利息を含む。）まで、日々、月利 1.5％又は適用法で許容される最高利率のうちいずれか低い方の利率に相当する利息を請求することがで

き、及び/又は（b）延滞金額（適用される利息を含む。）が支払われるまで、CS サービスの全部又は一部の利用を停止することができる。

コンテントスクエアが本契約に基づいて顧客により支払われるべき延滞金額及び利息を友好的に回収できない場合、顧客による本契約に基づ

く支払の不履行に起因してコンテントスクエアに生じるすべての合理的な費用、料金（弁護士費用を含む。）又は経費について、コンテント

スクエアは顧客から全額回収することができるものとする。 

 

6.3.  購入注文 

顧客が購入注文書を発行する場合、当該注文は、該当する本注文書に記載される金額全額についての発注でなければならず、また、コンテン

トスクエアは、本注文書への条件の追加若しくは本注文書と矛盾する条件又は本注文書と異なる他の注文方法をいずれも拒絶する。コンテン

トスクエアによる CS サービスの提供は、本契約の条項にのみ準拠する。コンテントスクエアは、顧客の要請に応じて請求書に顧客の購入注

文番号を記載するものとし、顧客は、その責任において、本注文書締結後直ちにコンテントスクエアに対して正確な購入注文に係る情報（購

入注文番号を含む。）を提供することを了承する。顧客が対応する本注文書をコンテントスクエアに提供しない場合でも、顧客は、上記第 1

項（料金）に基づくコンテントスクエアに対する料金の支払義務から免責されるものではない。 

 

6.4.  税金 

適用法により別段の義務がある場合を除き、また法令による要請がある場合はそれに従い、顧客は、本契約に基づくすべての支払いを、課税

控除（源泉徴収税など）なく行うものとする。料金には、法域を問わず付加価値税、売上税、利用税又は源泉徴収税等を含むいかなる性質の

税金、課徴金、関税又は類似の政府評価（以下「租税」と総称する。）も含まれないものとする。顧客は、本契約に基づく購入に関連する

すべての租税の支払いについて責任を負う。顧客が本条に基づいて責任を負う租税につきコンテントスクエアが支払又は徴収の法的義務を負

う場合、コンテントスクエアは、顧客が適切な税務当局により承認された有効な免税証明書をコンテントスクエアに提供しない限り、顧客に

対し当該租税金額について請求し、顧客は当該金額を支払うものとする。疑義を避けるために明記すると、コンテントスクエアは自らの収

入、資産及び従業員に基づいて課税される税金について、単独で責任を負う。 

 

7. 契約期間及び終了 

 

7.1.  本マスターサービス契約期間及び本注文書期間 

本契約は、最初の本注文書開始日に効力を生じ、本マスターサービス契約を参照し又は組み込む本注文書が有効に存続する限り、7.2 条に基

づいて終了するまで継続するものとする（以下「本マスターサービス契約期間」という。）。本マスターサービス契約期間中、各本注文書

は、その本注文書開始日に効力を生じ、その当初契約期間継続するものとする。当初契約期間後、本注文書に別段の定めがない限り、各本注

文書は、有償の当初契約期間と同様の期間、本マスターサービス契約の支払条件にて自動的に更新されるものとする（以下個別に「更新後

期間」という。）。但し、いずれかの当事者が、当初契約期間又は更新後期間の末日の 90 日前までに、相手方当事者に書面で本注文書を終

了する旨の通知をした場合は、かかる本注文書は当該当初契約期間又は更新後期間の末日をもって終了するものとする。ある本注文書の終了

は、他の本注文書に影響を及ぼさないものとするが、本マスターサービス契約が終了した場合、現存するすべての本注文書が終了するものと

する。 

 

7.2.  正当な理由による終了 

当事者が本マスターサービス契約に基づき有する他の権利又は救済を制限することなく、いずれの当事者も、相手方当事者に本契約の重大な

違反があった場合（但し、違反が治癒可能なものであるときは書面による通知後 30 日以内に治癒しなかった場合に限る。）、相手方当事者

に書面で通知することにより、相手方当事者に対して責任を負うことなく、本注文書又は本マスターサービス契約を終了することができる。

適用法上認められる範囲において、いずれの当事者も、他方の当事者がいずれかの法域における倒産申請又は破産、財産管理若しくは清算に

関連する手続の対象となり、手続の開始後 60 日以内に当該手続が停止されない場合、又は債権者の利益のための譲渡の対象となった場合に

は、書面で通知することにより直ちに本マスターサービス契約を終了することができる。 

 

7.3.  終了後の義務 

理由の如何を問わず本マスターサービス契約が終了した場合、両当事者は以下の義務を負うものとする。 
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（a） 顧客は、終了日においてすでに発生している未払いの金額をコンテントスクエアに支払う。 

（b）  終了日以前に発生したいずれかの当事者の他の当事者に対する一切の債務は存続する。 

（c） CS サービスに関して顧客に許諾されたライセンス及び利用権並びに関連する知的財産権は直ちに終了し、顧客は、CS サービス、ス

クリプト、SDK 及びドキュメンテーションの一切の利用を直ちに終了する。 

（d） 本注文書に基づく顧客又は顧客関連会社にサービスを提供するコンテントスクエアの義務は、本マスターサービス契約の終了後も提

供される旨明示された CS サービスを除き、直ちに終了する。 

（e） 終了日から 10 営業日以内に、顧客は、顧客サイト又は顧客アプリから本スクリプト又は SDK の一切のコピーを削除し、その旨をコ

ンテントスクエアに対して書面で証明する。 

（f） CS サービスに保存されたすべての訪問者データは、（終了時に顧客が別段の指示をしない限り）保存期間の終了前に恒久的に削除さ

れるものとする。 

 

7.4.  顧客による正当な理由による終了 

7.2 条（正当な理由による終了）に基づき顧客が本マスターサービス契約又は本注文書を正当な理由により適切かつ議論の余地なく終了した

場合、コンテントスクエアは、その時点で有効な契約期間に関して、前払いされた料金のうち当該契約期間の残存期間部分に相当する割合の

金額を按分計算により算出し、顧客に払い戻すものとする。 

 

7.5.  存続 

2.3条（制約）、3条（財産権）、4条（秘密保持）、5.5条（利用状況データ）、6条（料金の支払、租税）、7.5条（存続）、8.1条（相互

保証）、9 条（第三者請求）、10 条（責任の制限）及び 11 条（一般）に基づく当事者の権利及び義務、並びにその他の本契約に基づく義務

であって本注文書又は本契約の終了又は満了後も存続する旨が明記され、又は性質上意図されているものについては、本注文書又は本契約の

終了又は満了後も存続するものとする。 

 

8. 保証及び免責 

 

8.1.  相互保証 

顧客及びコンテントスクエアの各々は、相互に、以下の事項を表明及び保証するものとする。 

（a） 本契約が有効に締結及び交付され、本契約の条項に従って自らに対して強制執行可能な有効かつ拘束力のある合意を構成すること。 

（b） 本契約の締結に関連して第三者からの授権又は承認が要求されないこと。 

（c） 本契約に基づく義務の履行又は CS サービスの利用に適用されるあらゆる適用のある連邦、州、地方、裁判所の命令又は他の法律及

び規則を重要な点において遵守していること、並びに本契約に基づくその義務に関連して必要とされるすべての適用ある許可、同意

及びライセンスを取得していること。 

 

8.2.  CS サービスに関する保証 

コンテントスクエアは、以下の事項を保証するものとする。 

（a） 該当する契約期間中、CS サービス（プロフェッショナルサービスを除く。）が本契約に基づき承認された顧客により利用される場

合、当該 CS サービスに関連するドキュメンテーションに従って実質的に機能すること。 

（b） ウイルス、ワーム、タイムボム及びトロイの木馬等を含む、システムを害することを意図したファイル、スクリプト、エージェント

又はプログラムが顧客のシステムにされないよう商業上合理的な努力を行うこと。 

コンテントスクエアによるこれらの保証の違反が生じた場合、当該違反に係る顧客の唯一かつ排他的な救済は、コンテントスクエアにおいて

影響を受けた CS サービスを実質的かつ重要な点において上記保証に適合するよう修理若しくは交換することとし、又は、コンテントスクエ

アがかかる救済が商業的に合理的でないと判断した場合には、いずれの当事者も、本注文書のうち影響を受けた CS サービスに関連する部分

を解除することができるものとする。 

 

8.3.  免責 

本契約に明示的に記載されている場合を除き、法律で認められる最大限の範囲において、コンテントスクエアについて以下の免責事項が適用

されるものとする。 

（a） 明示又は黙示、法律の運用又は制定法、口頭又は書面の別を問わず、正確性、品質、性能、商品性、適合性及び特定目的への適合性

の保証を含む、CS サービス、スクリプト、SDK、統合又はドキュメンテーションに関する、いかなる種類の表明、保証並びに性状及

びその他の条件に係る保証も一切行わず、それらの事項につき免責される。 

 (b) CS サービスにエラーがないこと、その動作が中断されないこと、又は顧客の要求に適合することについてはいずれも保証しない。顧

客は、第三者に対して、コンテントスクエアのために表明又は保証を行う権利を有さない。 

（c） 顧客のシステム若しくはインフラストラクチャーに内在する遅延、障害若しくは問題、又は CS サービス、SDK 及び/若しくはスクリ

プトのインストール若しくは運用における顧客側の機能不全、エラー若しくは過失に対して責任を負わない。サービスレベル合意書

に従い、CS サービスの利用及び性能は、インターネット及び電子通信の利用に内在する制限、遅延及びその他の問題に影響されるこ

とがある。コンテントスクエアは、かかる不具合に起因する遅延、性能の問題、送信障害又は他の損害について責任を負わないもの

とする。 

 

9. 第三者請求 

 

9.1.  コンテントスクエアによる補償 
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コンテントスクエアは、（a）第三者の請求、（b）第三者の法的行為、又は（c）行政機関の法的措置又は法的手続（個別に以下「本請求」

という。）について、当該本請求が（i）コンテントスクエアが CS サービスに係る CS セキュリティセーフガードに実際に違反したことによ

り第 4 条（秘密保持）における秘密保持義務に違反したことを原因とするものである場合、（ii）コンテントスクエアの重大な過失に起因す

る死亡若しくは身体傷害又は有形の不動産若しくは動産への物理的損害を原因とするものである場合、（iii）コンテントスクエアの重大な

過失又は故意の不法行為にから生じた損害を原因とするものである場合、及び（iv）顧客が本契約に基づき許可された CS サービスの利用に

より第三者の知的財産権を侵害したことを原因とするものである場合、顧客の被補償当事者を防御し、9.3 条（手続）に従い、被補償当事者

に対して補償するものとする。但し、コンテントスクエアは、（i）顧客若しくはそのユーザーが第三者サービスを含む第三者から提供され

る商品若しくはサービスと CS サービスを組み合わせたこと、（ii）顧客が提供した仕様書、設計若しくは指示をコンテントスクエアが遵守

したこと、（iii）ドキュメンテーションに記載されていない若しくはコンテントスクエアが書面で明示的に承認していない方法で顧客が CS

サービスを改変したこと、（iv）コンテントスクエアにより提供された CS サービスの機能強化、修正若しくはアップデートを顧客が利用し

なかったこと、若しくは（v）顧客が本契約、適用データ保護法を含む適用法若しくは個人データ及びプライバシー権を含むがこれらに限定

されない第三者の権利を侵害したことに起因して、又はそれらの事由に関連して本請求が生じた場合、当該本請求について責任を負わないも

のとする。 

 

9.2.  顧客による補償 

顧客は、本請求について、当該本請求が（i）顧客、その関連会社又はそのユーザーが本契約、ドキュメンテーション又は適用法に違反する

方法で CSサービスを利用したこと、（ii）顧客が 2.3条（制限）又は 4条（秘密保持）に基づく義務に違反したこと、（iii）CSサービスが

処理したあらゆる顧客データの性質、起源、又は内容、（iv）顧客の重大な過失に起因する死亡若しくは身体傷害又は有形の不動産若しくは

動産への物理的損害、並びに（v）顧客の重大な過失又は故意の違法行為から生じた損害を原因とし、又はそれらの事由に関連して生じたも

のである場合、コンテントスクエアの被補償当事者を防御し、9.3 条（手続）に従い、被補償当事者に対して補償するものとする。 

 

9.3.  手続 

本 9条（第三者請求）における当事者のそれぞれの義務は、以下の各事項をその条件とする。 

（a） 被補償当事者が本請求について補償当事者に対し速やかに書面で通知すること。但し、当該通知を怠った場合でも、当該通知の遅延

又は不履行により補償当事者が害された限度においてのみ、補償当事者の補償義務が減免されるにとどまるものとする。 

（b） 補償当事者に、本請求の防御及び和解をコントロールする完全なすべての権限が与えられること。 

（c） 補償当事者の合理的な要請に従い、関連する被補償当事者が本請求の防御及び和解に関して支援を提供すること。 

補償当事者は、（i）いずれかの本請求に関していずれかの被補償当事者に最終的に認められたすべての損害賠償、費用及び弁護士費用、

（ii）本請求の防御に関連して被補償当事者が合理的に負担したすべての自己負担費用（合理的な弁護士費用を含むが、補償当事者が当該本

請求の防御を受諾した後において補償当事者の承認なしに負担した弁護士費用及び費用については除く。）、並びに（iii）本 9 条（第三者

請求）に基づく本請求の和解金として補償当事者が第三者に支払うことを承諾し、かつ、補償当事者により又はその承認を得て行った和解に

係る金額について、被補償当事者に対して補償するものとする。補償当事者は、関連する被補償当事者の事前の書面による同意なしに、民事

か刑事かを問わず、被補償当事者の金銭支払義務又は責任の承認を含む和解に同意してはならないものとする。 

 

9.4.  侵害救済 

顧客が、上記 9.1 条（コンテントスクエアによる補償）に基づくコンテントスクエアの補償義務の対象となる本請求に基づき、CS サービス

又はその一部の利用を禁止又はその他制限されている場合、コンテントスクエアは、その独自の費用及び選択により、（a）影響を受けた CS

サービスを利用する権利を顧客のために取得し、（b）CS サービスの機能を実質的に減少し又は損なうことなく、本請求を回避するために CS

サービスのうち権利侵害を申し立てられている部分を修正し、又は（c）本請求を回避するために CS サービスのうち権利侵害を申し立てられ

ている部分を、実質的に類似する機能を有するアイテムに置き換えるものとする。コンテントスクエアが、上記の救済が商業的に合理的でな

いと判断し、その旨を顧客に通知した場合、いずれの当事者も関連する本注文書を終了することができ、かかる場合、コンテントスクエア

は、その時点で有効な契約期間を基準に、CS サービスのうち権利侵害を申し立てられている部分に関して前払いされた料金のうち当該契約

期間の残存期間部分に相当する割合の金額を按分計算により算出し、顧客に払い戻すものとする。本 9条（第三者請求）に定める救済は、CS

サービスによる第三者の知的財産権の現実の侵害又は侵害の申立てに対する顧客の唯一かつ排他的な救済措置とする。 

 

10. 責任の制限 

 

10.1. 損害の除外 

法令上許容される最大限度において、請求の性質に関わらず、いかなる状況においても、いずれの当事者（又はそれぞれの関連会社）も他方

当事者に対して、他方当事者の利益の喪失、販売若しくは事業の喪失、予期される貯蓄の喪失、ソフトウェア、データ若しくは情報の利用の

喪失若しくは破損、業務停止、又は本契約に起因若しくは関連する結果的損害、付随的損害、偶発的、間接的損害、特別損害、補償的損害、

若しくは懲罰的損害については、仮に当該損失の可能性を認識していたとしても、責任を負わないものとする。 

 

10.2. 責任の制限 

法令上許容される限度において、本契約に起因又は関連して発生する各当事者の責任は、累計で、責任が発生した日の直前 12 ヶ月間に顧客

が CS サービスの対価としてコンテントスクエアに対して支払った金額に限定されるものとする。但し、（a）9 条（第三者請求）に基づく当

事者の明示的義務、（b）当事者の重大な過失に起因する、死亡若しくは身体傷害又は有形の不動産若しくは動産に対する物理的損害に起因

する損害、（c）当事者の重大な過失又は故意の違法行為のいずれかに起因する損害、及び（d）コンテントスクエアが本契約に基づき支払を

受けるべき未払い料金については、この限りではない。かかる責任の制限は、行為が契約、不法行為（過失を含む。）、制定法上の義務違
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反、又はその他の法的若しくは衡平法上の理論のいずれに関するものであるかに関わらず適用されるものとする。法定の権利に基づき顧客が

コンテントスクエアから回収した金額は、本項の責任上限額の計算に際して算入されるものとする。 

 

10.3. 独立したリスク配分 

責任の制限、保証の免責又は損害の除外を規定する本契約の各条項は、両当事者間で合意された本契約に係るリスク配分を反映したものであ

る。このリスク配分は、コンテントスクエアが顧客に提示する価格の設定に反映されており、両当事者間の交渉の基礎となる重要な要素であ

る。これらの規定はそれぞれ、本契約の他のすべての規定から分離可能かつ独立しており、たとえ本契約における保証がその本質的な目的を

果たすことができないとしても適用されるものとする。 

 

10.4. 追加の除外 

コンテントスクエアは、（i）顧客がスクリプトと顧客サイト及び SDK と顧客アプリとを統合したことに起因する損害、（ii）本契約に関連

して顧客がコンテントスクエアに提供した情報、指示若しくはスクリプトのエラー若しくは遺漏に起因する損害、又は（iii）顧客により若

しくは顧客のために、若しくは顧客の指示に基づきコンテントスクエアにより顧客サイト上で公表されたコンテンツについては、一切責任を

負わないものとする。 

 

11. 一般条項 

 

11.1. 不可抗力 

顧客が本契約に基づいて料金を支払う義務（当該義務は猶予され得るにとどまる。）を除き、いずれの当事者も、本契約に基づく義務の履行

が不可抗力のために妨げられた場合、相手方当事者に対して責任を負わないものとする。「不可抗力」とは、当事者が合理的に支配または管

理することができない回避不能の原因、事由又は状況を意味するものとし、戦争、テロ、内乱、軍事的騒乱、政府の行為若しくは規制、原子

力災害若しくは自然災害、地震、火災、又は洪水を含むがこれらに限定されない。当事者が不可抗力により本契約に基づく義務を履行できな

い場合であって、不履行が誠実な努力を尽くしても回避できなかったときは、相手方当事者は、当該不履行又は履行遅延により被る損害を軽

減するために最善の努力を尽くすものとする。不可抗力により本契約の義務を履行できない当事者は、当該不可抗力の発生状況及び詳細を速

やかに相手方当事者に通知するものとする。一方の当事者の履行遅延又は不履行が 60 日間継続した場合、相手方当事者は不可抗力が生じた

当事者に対して 60 日前に書面で通知することにより、関連する本注文書を終了することができ、かかる場合、コンテントスクエアは、前払

いされた料金のうち、当該契約期間の残存期間部分に相当する割合の金額を按分計算により算出し、顧客に払い戻すものとする。 

 

11.2. 商業上の参照 

顧客は、コンテントスクエアに対し、顧客の名称、ロゴ及び／又は顧客に関連する他の識別語句若しくは標章の全部又は一部を、専ら顧客が

コンテントスクエアの顧客であることを示すために、あらゆるメディアにおいて利用する権利を付与するものとする。顧客は、コンテントス

クエアに書面で通知することにより、理由の如何を問わず又は特段の理由を要せず、直ちに当該権利を撤回することができるものとする。 

 

11.3. コンテントスクエアカスタマーロイヤリティプログラム 

本注文書に別段の記載がない限り、顧客は、コンテントスクエアがコンテントスクエアカスタマーロイヤリティプログラム（以下「カスタ

マーロイヤリティプログラム」という。）の参加者に顧客を含めることに同意する。カスタマーロイヤリティプログラムの詳細について

は、https://contentsquare.com/legal/contentsquare-customer-loyalty-program/において確認することができる。 

 

11.4. 移転及び譲渡 

いずれの当事者も、相手方当事者の事前の書面による同意なしに、本契約に基づくその権利又は義務を移転又は譲渡することはできない。但

し、いずれの当事者も、相手方当事者の同意なく、本契約に基づく権利及び義務を、組織再編の一環として関連会社に対し、又は当該当事者

の権利及び義務が関連する事業体若しくは資産若しくは事業の全部若しくは実質的に全部を購入する者に対して譲渡することができる。かか

る相手方当事者の同意を要しない譲渡は、（a）当該関連会社又は購入者が支払不能又は支払期日が到来した債務を支払うことができない状

態である場合、（b）当該購入者が相手方当事者の競合者である場合、又は（c）譲受人が本契約に拘束されない場合には行うことができない

ものとする。本項に定める場合を除き、いずれかの当事者による本契約に基づくその権利又は義務の移転の試みは無効とする。 

 

11.5. 変更及び権利放棄 

本契約の修正若しくは変更又は本契約に基づく権利の放棄は、本契約の両当事者が書面に署名しない限り効力を有しないものとする。本契約

のいずれかの条項の履行の請求を遅延又は懈怠したことは、いかなる場合においても当該条項の放棄を構成しないものとする。 

 

11.6. 分離性 

本契約のいずれかの規定が違法、執行不能又は無効であると判明した場合であっても、本契約のその他の規定は有効に存続するものとする。 

 

11.7. 関係の性質 

両当事者は、独立した契約者であり、本マスターサービス契約のいかなる規定も、両当事者間のパートナーシップ、フランチャイズ、合弁事

業、共同事業、代理店、受託者、雇用又はその他の関係を構成すると解釈されてはならないものとする。本契約に定める場合を除き、明示か

又は黙示かを問わず、本契約のいかなる記述も、第三者の受益権を生じさせることを意図していない。 

 

11.8. 下請業者 

https://contentsquare.com/legal/contentsquare-customer-loyalty-program/
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コンテントスクエアは、CS サービスをサポートするために、DPA に基づき承認された下請業者を含め、当事者間で書面にて合意される第三者

のサービス又は商品を利用することができる。コンテントスクエアは、当該下請業者による履行及び本契約に基づくすべての義務の遵守につ

いて引き続き責任を負うものとする。 
 

11.9. 保険 

コンテントスクエアは、契約期間中、自己の費用負担において、以下の適用範囲を満たす保険を有効に維持するものとする。 

(a) CS サービスが提供される国の法定要件に従った労働者災害補償保険 

(b) 最低 100万ドルの雇用者責任保険 

(c) 企業総合賠償責任保険（1回の事象あたり最低 200万ドルの人身傷害及び物的損害賠償の合計限度額を有する、本契約に基づくコ

ンテントスクエアの顧客に対する補償義務を含む契約上の責任並びに人格権侵害・宣伝障害責任を保険範囲に含むものとする。） 

(d) 専門職賠償責任／過失懈怠賠償責任保険（1回の事象あたり最低 200万ドル、年間総額 500万ドルを満たすものとする。） 

(e) サイバー／プライバシー賠償責任保険（1回の事象あたり最低 200万ドル、年間総額 1000万ドルの最低限度額。但し、サイバーの

ランサムウェアに係る保険として別途最低限度額合計 500万ドルを付すものとする。） 

 

上記の保険の最低限度額は、A.M. Best (又は外国における同等の組織）から A－又はそれ以上に格付けされた責任保険会社により提供され

るものとし、かかる保険は CS サービスが提供される州又は国において有効なものでなければならない。追加の保険又は限度額の請求は顧客

の費用負担とし、すべての免責金額又は自家保険は顧客の責任とする。 

 

11.10. 通知 

別段の明示がない限り、本マスターサービス契約、EPA 又は本注文書に基づくすべての通知は、英語の書面によるものとし、下記の宛先又は

各当事者が本第 11 条第 11項に基づき相手方当事者に通知した他の住所に宛てて送るものとする。 

(i) コンテントスクエアに送る場合：legal@contentsquare.com 

(ii) 顧客に送る場合：該当する本注文書に記載される電子メールアドレス 

 

11.11. コンテントスクエア契約当事者、準拠法及び管轄地 

本注文書に別段の定めがない限り、コンテントスクエア契約当事者、本契約に起因又は関連する紛争又は訴訟の準拠法及び当該紛争又は訴訟

を管轄する裁判所は、顧客の住所地により定まるものとする。本契約は、抵触法の規定及び国際物品売買に関する国連条約に関係なく、以下

の表に示される準拠法に準拠する。両当事者は、以下の表に記載する裁判所の対人管轄権に服することに合意する。  

mailto:legal@contentsquare.com
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米国に住所を有する顧客 

顧客の住所 コンテントスクエア 

契約当事者 

登録事業所 準拠法 裁判管轄及び裁判地 地域別特則 

（もしあれば） 

米国、カナダ、メキシコ Content Square, Inc. 53 Beach St, New York, NY 

10013, USA 

ニューヨーク ニューヨーク州ニュー

ヨークの州及び連邦裁

判所 

米国 

中米・南米（メキシコを除く） Content Square SAS 7 rue de Madrid, 75008 

Paris, France 

フランス パリ裁判所  

ヨーロッパ、中東、アフリカに住所を有する顧客 

顧客の住所 コンテントスクエア 

契約当事者 

登録事業所 準拠法 裁判管轄及び裁判地  

フランス Content Square SAS 7 rue de Madrid, 75008 

Paris, France 

フランス パリ裁判所  

イギリス、アイルランド、オラン

ダ 
Content Square Ltd. 10 Devonshire Square, 

London EC2M 4YP, UK 

イングランド・

ウェールズ 

イングランド・ウェー

ルズの裁判所 

イギリス、アイルランド、

オランダ 

ドイツ、オーストリア Content Square GmbH Landsbergerstrasse 155, 

Haus 3, 4 Stock – 80687 

Munich, Germany 

ドイツ ミュンヘン裁判所 ドイツ 

アラブ首長国連邦 ContentSquare DXA 

SAAS Solutions LLC 

Level 3, The Offices 3 at 

One Central, Dubai World 

Trade Center, Dubai - UAE 

UAE UAE 裁判所  

その他の国 Content Square SAS 7 rue de Madrid, 75008 

Paris, France 

フランス パリの裁判所  

アジア・太平洋地域に住所を有する顧客  

顧客の住所 コンテントスクエア 

契約当事者 

登録事業所 準拠法 裁判管轄及び裁判地  

日本 Contentsquare Japan

合同会社 

日本国 100－0005 東京都千代田

区丸の内 1－6－5 丸の内北口ビ

ル 9 階 

日本 東京地方裁判所 日本 

シンガポール Content Square 

Singapore Pte. Ltd. 

6 EU Tong Sen Street #10-

15 - The Central - 

Singapore (059817) 

シンガポール シンガポール シンガポール 

オーストラリア、ニュージーラン

ド 
Content Square Ltd. 10 Devonshire Square, 

London EC2M 4YP, UK 

イングランド・

ウェールズ 

イングランド・ウェー

ルズの裁判所 

 

その他の国 Content Square 

Singapore Pte. Ltd. 

6 EU Tong Sen Street #10-

15 - The Central - 

Singapore (059817) 

シンガポール シンガポール  

 
Hotjar Limited への注文書の場合 

顧客の住所 コンテントスクエア 

契約当事者 

登録事業所 準拠法 裁判管轄及び裁判地 地域別特則 

（もしあれば） 

米国、カナダ、メキシコ Hotjar Limited Dragonara Business Centre 

5th Floor, Dragonara Road, 

Paceville St Julian's STJ 

3141 Malta 

ニューヨーク ニューヨーク州ニュ

ーヨーク市において

ニューヨーク州法に

基づき開催される

AAA 仲裁 

Hotjar 

イギリス、アイルランド、オラン

ダ 
Hotjar Limited Dragonara Business Centre 

5th Floor, Dragonara Road, 

Paceville St Julian's STJ 

3141 Malta 

イングランド・

ウェールズ 

イングランド・ウェ

ールズの裁判所 

Hotjar 

その他の国 Hotjar Limited Dragonara Business Centre 

5th Floor, Dragonara Road, 

Paceville St Julian's STJ 

マルタ 仲裁法に基づくマル

タ仲裁センター 

Hotjar 

https://docs.google.com/document/d/1LLKODXc9_FoSEQ4-FHnpHjVqAA_fAEIa/edit?usp=sharing&ouid=115853215016940875918&rtpof=true&sd=true
https://docs.google.com/document/d/1lMvdCvqVwaz7DaWy4Z3rhpahRAm8--5W/edit?usp=sharing&ouid=105365134525458883832&rtpof=true&sd=true
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3141 Malta 

 

11.12. 腐敗防止 
本契約に基づき履行される CS サービス及び顧客による CS サービスの利用に関連して、両当事者はすべての適用ある腐敗防止及び贈収賄防止

関連の法令、制定法及び規則を遵守することに同意する。 
 

11.13. 完全合意 

本契約及び本契約を構成し又は本契約において言及される書類は、本契約に基づいて提供される CS サービスに関する当事者間の合意の最終

的、完全かつ排他的な表現を構成する。本契約は、本契約の主題に関するすべての従前の口頭及び書面によるやりとり（本契約に基づく CS

サービスに関連する秘密保持契約を含む。）、表明、提案、了解、約束及び交渉に取って代わるものであり、当事者はそれらに依拠すること

はできず、また、本契約は、顧客が課し若しくは組み込もうとする、又は取引、慣習、慣行若しくは取引過程により黙示的に適用される、そ

の他のあらゆる条件の排除に対しても適用されるものとする。本契約は、当事者の正当な権限を有する代表者が署名した書面による合意によ

ってのみ変更することができる。本契約の規定は、顧客が発行する注文書又はその他の発注書類の条件に優先するものとし、コンテントスク

エアが当該顧客の注文書又はその他の発注書類を受諾又は拒否しない場合であっても、本契約の規定が適用されるものとする。 

 

上記の証として、両当事者は、本契約を本契約開始日において正式に締結する。 

 

 

 顧客   Contentsquare Japan合同会社 

 

 

 

 

  

 

[ 

 

 

 

 （署名）   （署名） 

 

氏名 

 

[] 

  

氏名 

 

 

 （活字体）   （活字体） 

 

肩書 

 

[||1] 

  

肩書 

 

 

 

日付 

 

[] 

  

日付 

 

[] 
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コンテントスクエアセキュリティセーフガード 

 

1. コンテントスクエアは、顧客データの処理、保管及び保護に関して顧客と協同し、顧客が書面により合理的に要求するすべての情報を

顧客に提供するために、適切な従業員を指名する。 

 

2. コンテントスクエアは、コンテントスクエアが処理する顧客データの性質に応じた適切な組織的、管理的、技術的、物理的安全措置及

び他の安全対策を含む、顧客データを保護するための文書化された情報セキュリティプログラム（以下「情報セキュリティプログラ

ム」という。）を実施する。コンテントスクエアの情報セキュリティプログラムには、これらのポリシーについての定期的な従業員の

教育、顧客データの安全に対するリスクの定期的なリスク評価を含む、雇用時及び離職時の手続が含まれ、適用法令の変更に伴い随時

更新されるものとする。コンテントスクエアは、顧客データの安全の水準が大きく低減しないことを条件として、情報セキュリティプ

ログラムを随時更新又は修正する権利を有する。コンテントスクエアは、セキュリティポータル（trust.contentsquare.com）を通じ

て、インシデントやセキュリティプログラムのアップデートを顧客に通知するものとする。顧客は、かかるアップデートのためにセキ

ュリティポータルに加入することに同意する。 

 

3. コンテントスクエアは、顧客データを処理することによるリスク、特にコンテントスクエアが保管し処理する顧客データの不法かつ不

正な破壊、喪失、開示又はアクセス（以下「セキュリティ違反」という。）を防止するために適切な水準の物理的、技術的、組織的な

セキュリティを講じるものとする。これには以下の事項が含まれる。 

(1) 人的又は環境的要因による顧客データの不正な物理的アクセス又は侵害を防止するための合理的かつ十分な物理的障壁及び管理の

実施 

(2) コンテントスクエアの権限ある担当者のみが顧客データへのアクセスを有することの確保、並びに顧客データの不正アクセス又は

破壊を防止するための商業上合理的な措置の実施 

(3) 顧客データの安全な処理環境の維持。これには以下の事項が含まれる。 

(a) 適時のウイルス対策のアップデート、システムパッチ、あらゆるオペレーティングシステムの修正及びアップデート、並びに

ファイアウォール及びその他の類似の顧客データの秘密性、完全性及び可用性を確保する手段を適用すること 

(b) 商業的に受容されている暗号化手段を利用してすべての顧客情報を通信及び保管中暗号化すること 

(c) コンテントスクエアのドメインにおける電子メールの安全性を確保すること 

 

4. コンテントスクエアは、顧客データを保護し、データ又は CS サービスの中断又は喪失が発生した場合に CS サービスの提供及び顧客デ

ータへのアクセスを復旧させ、適切な水準のサービスを提供できるように、事業継続計画を有している。当該計画は、経営陣によって

レビュー及び承認されており、毎年検査されている。 

 

5. コンテントスクエアが、個人又は事業体が顧客データを含むコンピュータ、システム若しくは装置のセキュリティを回避することを試

み、若しくは実際に回避したと判断した場合、又はセキュリティ違反が発生したと判断した場合（それぞれの場合を「インシデント」

という。）、コンテントスクエアは、（a）不正アクセスを直ちに終了させ、48 時間以内に当該インシデントを書面で顧客に通知し、

（b）インシデントを是正するための合理的な措置を速やかに調査し、講じるものとする。また、コンテントスクエアは（c）顧客が行

う当該インシデントの調査に協力し、顧客又は法執行機関及び規制当局が合理的に要求する文書及び支援を提供するものとする。コン

テントスクエアは、インシデントが発生した場合、本マスターサービス契約第 11 条第 11項に定める宛先に通知するものとする。 
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コンテントスクエアカスタマーロイヤリティプログラム 

 

 

コンテントスクエアは顧客との強いつながりを大切にしています。コンテントスクエアは、顧客と CS サービスユーザーがコンテントスクエ

アと関わり合い、継続的にコンテントスクエアのプログラム・商品・サービスを利用していくことで、コンテントスクエアと顧客との関係が

より強固なものになると考えています。 

 

そのために、コンテントスクエアは、以下の主な条件を含むカスタマーロイヤリティプログラムを提供します。 

1. この制度の目的は、顧客とそのユーザーに、エンゲージメントについて以下のような利益を提供することにあります。 

a. 経験と内容の共有、潜在顧客やアナリストへの照会、一般からの証言、ケーススタディ 

b. 自由に参加できる顧客プログラムへの参加、アドバイザリーボード、お客さまクラブ、コンテントスクエアのカンファレ

ンス 

c. 発展的・定性的なフィードバック（商品の共同開発、NPS調査、商品レビュー、満足度調査等） 

d. 表彰制度、四半期のトップ、優れた利用方法 

e. その他 

 

2. コンテントスクエアは、顧客のアカウントの各ユーザーのスコアを計算し、任意の月、四半期、年に累積したポイント数を定期的

にユーザーに伝えます。ユーザーが新たな水準に到達した場合、当該ユーザーは、（i）コンテントスクエアブランドのリワード

（例：CS サプライズボックス、CSフーディなど。リワード 1 件につき 30米ドル相当を超えないものとします。）か、（ii）ポイ

ントを慈善寄付に転換するか、又は（iii）次の水準に達するまでポイントを累積し続けるか、のいずれかを選択することができま

す。コンテントスクエアは、カスタマーロイヤリティプログラムに関して適用ある放棄財産又は国庫帰属及び未償還若しくは未利

用のポイントに係る法令、規制、規則又は裁判所の命令の遵守、並びにポイントの管理、記録、及び処理について、単独で責任を

負います。 

 

カスタマーロイヤリティプログラムに参加することを受諾することにより、顧客は、その単独の裁量で、（i）ユーザーにカスタマーロイヤ

リティプログラムへの参加を認めること、及び（ii）カスタマーロイヤリティプログラムに参加するために必要となる当該ユーザーの情報の

処理について当該ユーザーの同意を得るための努力を行うことを確認することができます。 

 

顧客は、カスタマーロイヤリティプログラムを顧客及びそのユーザーに提供するために、コンテントスクエアがフランスに所在する

JEUDIMERCI SAS (www.jeudimerci.fr)に業務委託し、顧客のユーザーの個人データの処理を行わせることを了承します。コンテントスクエア

は、カスタマーロイヤリティプログラムに係る下請業者の義務の履行に関連する適用法令、規則、規制又は裁判所による命令を当該下請業者

が遵守することについて単独で責任を負います。 

 

カスタマーロイヤリティプログラムの詳細については、以下をご参照下さい。 

https://go.contentsquare.com/en/introducing-contentsquare-loyalty-program 

 

コンテントスクエアは、カスタマーロイヤリティプログラムの全部又は一部を、その独自の判断により、いつでも変更又は中止することがで

きます。 

 

  

http://www.jeudimerci.fr/
https://go.contentsquare.com/en/introducing-contentsquare-loyalty-program
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早期アクセスプログラムに関する条件 

1. 早期アクセスプログラム 

コンテントスクエアは、義務ではなく権利として、書面による通知（例えば、電子メール又は製品内での通知）又はその他の方法により、一

定の早期アクセスサービス（以下に定義される。）を提供することができる。早期アクセスプログラムに係る本別紙に記載される早期アクセ

スサービスに適用される条件（以下「EAP 条項」という。）は、当該早期アクセスプログラムへの最初のアクセス日（以下「EAP 効力発生日」

という。）に効力を生じ、当該早期アクセスサービスにアクセスすることにより、顧客は本別紙に記載される EAP 条項を読み、理解し、明示

的に同意した旨表明したものとする。本契約の条件と EAP 条項との間に矛盾又は齟齬が生じた場合、早期アクセスサービスに関しては、EAP

条項が優先するものとする。EAP 条項は、早期アクセスサービスにのみ適用され、一般に利用可能な CS サービスには適用されないものとす

る。 

2. 定義 

「早期アクセスサービス」とは、（a）開発中、ベータ版、又は一般リリース前のバージョンの特定の CS サービス及び関連する機能、テクノ

ロジー又は製品へのアクセス、（b）コンテントスクエア顧客が一般に利用できない、又は限定されたコンテントスクエア顧客のみが利用で

きる特定の機能、テクノロジー、製品、又はサービスへのアクセスを含む、特定の早期アクセスプログラムへの参加、並びに（c）EAP 条項

に基づきコンテントスクエアが顧客に提供する早期アクセスサービスに関連するソフトウェア、ライブラリ、仕様、又は他の技術的ドキュメ

ンテーションへのアクセスを意味する。 

「早期アクセス期間」とは、早期アクセスサービスの登録ページ又はプログラム通信に表示され、又は（早期アクセスサービスのオファーに

関するやりとりの一部であるか否かを問わず）コンテントスクエアが顧客に伝達する期間を意味する。 

「プロダクション環境」とは、ソフトウェア、ハードウェア、データ、プロセス、及びプログラムが、CS サービスのエンドユーザによって

最終的かつ意図された動作のために実行されるシステム環境を意味する。 

3. 早期アクセスサービス 

a. 利用権 

本別紙に定める条件に基づき、コンテントスクエアは、早期アクセス期間中、早期アクセスサービスをコンテントスクエアが定める目的に利

用するための、限定的、非独占的、譲渡不能、取消可能なライセンスを顧客に付与する。コンテントスクエアはいつでも、顧客に通知するこ

とにより直ちに、理由の如何を問わず、早期アクセスサービスについて許可された利用を変更し又は顧客の利用を停止することができる。 

b. アクセス及び利用の制限 

顧客は、いかなる第三者に対しても、以下の行為を行ってはならない。 

（a） 強制適用法により付与されたものを除き、早期アクセスサービスの一部につき、レンタル、販売、ライセンス、譲渡、複製、改変、

派生著作物の作成、翻訳、リバースエンジニアリング、デコンパイル、ディスアセンブル又はその他人の知覚可能な形態への還元を

行うこと 

（b） 早期アクセスサービスに含まれ又は関連する情報又はデータを、いかなる形態であれ、また理由の如何を問わず、コンテントスクエ

アの書面による事前の同意なしに、第三者に提供、処分、又は開示すること 

（c） 顧客の製品開発のために早期アクセスサービスを利用すること、又はその他の商業目的で早期アクセスサービスを利用すること 

（d） 第三者の権利を侵害し、コンテントスクエアにその他の義務を生じさせ、又は適用される法令に違反する方法で早期アクセスサービ

スを利用すること 

（e） 早期アクセスサービス又は関連するシステム及びネットワークを損傷し、無効化し、過重な負担をかけ、又は妨害する可能性のある

方法で、早期アクセスサービスを利用すること 

c. プロダクション環境 

顧客がコンテントスクエアにより、早期アクセスサービスをプロダクション環境で利用することができる旨書面で通知された場合、顧客は、

その単独の裁量で、専ら顧客の社内業務目的のため、また顧客の特定の早期アクセスプログラムへの参加の一環として、当該利用をコンテン

トスクエアからの通知をもって直ちに中止する旨同意することを条件として、早期アクセスサービスをプロダクション環境で利用することが

できるものとする。 

d. API 
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コンテントスクエアは、早期アクセスサービスを利用するために、コンテントスクエアが提供する APIライセンス条件に従って一定のコンテ

ントスクエア APIにアクセスする権利を付与することができる。顧客は、EAP 条項に基づき付与されたコンテントスクエア APIの利用を早期

アクセスサービスに限定することに同意する。また、顧客は、コンテントスクエアが早期アクセスサービスに対するコンテントスクエア API

の後方互換性を保証することができないことに同意する。顧客は、現行のコンテントスクエア APIメソッド又は機能の廃止、削除、又は機能

変更については、変更前に通知されない場合があることを了承する。 

4. 所有権及びフィードバック 

a. 所有権 

コンテントスクエア、その関連会社又はそのライセンサーは、早期アクセスサービスに関わるすべての著作権、商標権、特許権、データベー

ス権及びその他の知的財産権又は他の権利に関わるすべての権利、権原、及び権益を所有するものとし、これには、それらの改良、デザイン

への寄与、又は二次的著作物、並びにそれらに関連し本契約に基づき提供される知識又はプロセスが含まれるものとする。本契約に基づいて

明示的に付与されないすべての権利は、コンテントスクエアに留保される。 

b. フィードバック 

顧客は、早期アクセスサービスの運営上及び機能上の性能に関する継続的な提言、勧告、提案、発案、誘導又はその他のフィードバック（以

下「EAP フィードバック」という。）を提供することに同意する。顧客は、ここに、EAP フィードバックに関するすべての権利、権原及び権

益をコンテントスクエアに譲渡する。顧客は、コンテントスクエアが、顧客に対する対価又はクレジット付与なしに、EAP フィードバックに

ついて無制限に利用し、複写し、修正し、販売し、頒布し、サブライセンスを行い、及び派生物の作成を自由に行うことに同意する。EAP フ

ィードバックは、顧客の秘密情報とはみなされないものとする。 

5. 第三者サービス 

貴社は、早期アクセスサービスと共に利用するために、第三者により提供、ライセンス許諾又はサポートされる製品又はサービス及び関連資

料（オープンソースソフトウェアライセンスを含む。）を取得することができる（以下「第三者サービス」という。）。第三者サービスは、

該当する第三者の利用許諾又は当該第三者サービスのライセンサーと顧客との間で別途合意した条件に従って提供されるものであり、コンテ

ントスクエアは、いかなる第三者サービスについても責任を負わず、また第三者サービスに関する責任又は義務から免責されるものとする。

早期アクセスサービスに含まれるオープンソース又は第三者ソフトウエアに関する具体的なライセンス条件、通知、属性及びその他の情報は、

（a）早期アクセスサービスと共に配布されるライセンスファイル、（b）ヘッダーファイル、又は（c）リリースノートに記載される。第三

者サービスは、顧客のみの便宜のために「現状有姿」で提供されるものであり、コンテントスクエアは、当該第三者サービス及びそれに対す

る修正、改良、拡張、追加又は派生に関して、いかなる表明又は保証も行わない。 

6. 顧客の責任及び一定の義務の免責条項 

a. 貴社の責任 

貴社は、（a）早期アクセスサービスに関連して発生する貴社及び貴社のユーザーの活動、（b）貴社及び貴社のユーザーの EAP 条項の遵

守の保証、並びに（c）顧客が早期アクセスサービス内で利用するすべてのデータ及びコンテンツについて、単独で全責任を負う。早期

アクセスサービスは、いつでも事前の通知なしに、更新、停止、利用不能、又は定期メンテナンスによって影響を受けることがある。顧

客は、早期アクセスサービスの利用を継続するために、顧客の早期アクセスサービスのアップデートが必要となる場合があることを了承

している。 

b. 一定の義務の免責条項 

コンテントスクエアは、EAP 条項又はその他に基づき、（a）早期アクセスサービスのバグ、欠陥若しくはエラーを是正し、又はその他早

期アクセスサービスに関するサポート、メンテナンスサービス、サービスレベル若しくは稼動時間保証を提供する義務を負わず、（b）

早期アクセス期間後にデータ又はコンテンツを保管、保持、エクスポート、返却又は破棄する義務を負わず、また、（c）早期アクセス

サービスの一般に利用可能なバージョン（以下「GA サービス」という。）を作成、配布又はその他提供する義務を負わない。コンテント

スクエアは、貴社に GA サービスを申し出る義務を負わず、また別途書面で合意されない限り、当該 GA サービスに関連する割引価格表又

は特約条項を提案する義務を負わない。GA サービスは、早期アクセスサービスとは著しく異なった方法で稼働する場合がある。したがっ

て、顧客は、早期アクセスサービスに関して又はそれに依拠して顧客が実施する調査若しくは開発、又は作成する事業計画が、顧客のみ

の責任において実施されるものであることを了承する。 

c. 貴社は、プライバシー及びデータ保護に関する法律を含む、適用ある法律及び規則に基づくその義務を遵守することを保証する。コンテ

ントスクエア製品を介して処理された情報、及び該当する場合は顧客のプロパティへの訪問者に関連するアクセシビリティ情報を反映す

るため、クッキー及びデータプライバシーポリシーをアップデートするものとする。顧客は、そのプロパティに、（i）コンテントスク

エアのプライバシーポリシーへのリンクを含むプライバシーポリシー、並びに、法的に要求される場合、（ii）関連する法律及び規則及

び該当する管轄の監督官庁の具体的な要求事項を遵守する適切な通知及び選択メカニズムを掲載するものとする。適用される法律及び規
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則によりプロパティの訪問者の同意を得る必要がある場合、顧客は、訪問者に対して、明示的に（a）訪問者がコンテントスクエアクッ

キー又は他のトラッキング技術の実施及び有効化に対する同意又はその保留を行うことができること、並びに（b）それらのトラッキン

グの目的を通知するものとする。また、コンテントスクエアがいつでも依拠できるよう、顧客は、かかる情報又は同意の証拠を、要請に

応じてコンテントスクエアに提供しなければならない。 

7. マーケティング 

早期アクセスサービスの期間中及びその終了後を通じ、顧客は、コンテントスクエアの一定のマーケティング活動における用に供するために、

早期アクセスサービスの顧客による利用に関連する資料、統計、見積り又は情報を提供するものとし、当該情報が顧客の秘密情報とはみなさ

れないことに同意する。顧客は、コンテントスクエアの事前の書面による許可なしに、早期アクセスサービス又はその利用に関する情報を第

三者に伝達、宣伝又は公表してはならない。 

8. 契約期間及び終了 

a. 早期アクセスサービスの期間 

EAP 条項は、EAP効力発生日に開始し、本 8条に従って早期に終了する場合又は関連する GA サービスのコンテントスクエアによる最初の

コマーシャルリリースがあった場合を除き、早期アクセス期間の間継続する。早期アクセスサービスへのアクセス及び利用は、厳格に早

期アクセス期間に限定されるものとする。関連する GA サービスの継続的なアクセス及び利用のためには、顧客は（a）別途の条件に従っ

て加入プランを購入し、また（b）該当する GA サービスの購入を明記した本注文書を締結しなければならない。 

b. 終了 

いずれの当事者も、相手方当事者に 10 日前に書面で通知することにより、正当な理由の有無を問わず、EAP 条項を終了することができ

る。早期アクセスサービスを利用する顧客のライセンスは、EAP 条項に記載されているライセンス条件又は制限に違反した場合、自動的

に終了する。早期アクセスサービスが終了した場合、顧客は、直ちに早期アクセスサービスの利用を中止するものとし、顧客が保有又は

管理している早期アクセスサービスのすべての複製をアンインストール又は破棄するものとする。かかる顧客の義務に関わらず、早期ア

クセスサービスが有形の形式で提供された場合、顧客は、EAP 条項の終了後 3 営業日以内に、コンテントスクエアに返却するために早期

アクセスサービスを送付するものとする。さらに、コンテントスクエアの要請があった場合、顧客は、顧客が早期アクセスサービス又は

その複製物を保有していないことを書面で証明する。疑義を避けるために明記すると、EAP 条項の終了は、両当事者間の他の合意を終了

させるものではない。EAP 条項 2 条、4 条及び 8条から 12 条までに定める当事者の権利及び義務は、何らかの理由で EAP 条項が終了した

後も存続するものとする。 

c. 終了の効果 

EAP 条項の終了は、本マスターサービス契約を終了しない。 

9. 秘密情報 

a. 秘密情報の定義及び除外 

各当事者は、EAP 条項に基づく自己の責任を遂行する過程で、自ら又はその従業員が、他方当事者若しくはその関連会社若しくはそのク

ライアント又は当該他方当事者が守秘義務を負う第三者にとって、専有又は秘密情報に当たる情報に接し、又はかかる情報を取得するこ

とがあることを認識している。「秘密情報」とは、技術、事業又は性質の如何を問わず、また、「秘密」と表示されているか否かを問わ

ず、他方の当事者（以下「受領当事者」という。）に開示され、開示の状況を考慮すると合理的な者が秘密であると理解する営業秘密又

は他の情報を意味する。秘密情報には、以下の情報は含まれない。 

（a） 開示当事者から受領する以前に受領当事者が知っていた情報 

（b） 開示当事者の秘密情報を利用又は参照することなく、受領当事者が独自に開発した情報 

（c） 開示当事者が守秘義務を負わずに第三者の情報源から取得した情報 

（d） 開示当事者の過失又は作為によることなく公知となった情報 

受領当事者は、EAP 条項に別段の明示の規定がある場合又は開示当事者が書面で合意した場合を除き、早期アクセスサービス並びに関連

するベンチマーク試験結果を含むすべての性能データ及びテスト結果がコンテントスクエアの秘密情報であることに同意する。 

b. 制限及び義務 

早期アクセス期間中及びその後において、受領当事者は、（i）開示当事者の秘密情報を EAP 条項の目的の範囲でのみ利用し、（ii）弁

護士、監査役、コンサルタント及びサービスプロバイダーが知る必要がある場合において、それらの者が少なくとも EAP 条項に定めるの

と同等の秘密保持義務を負うときを除き、当該秘密情報を第三者に開示せず、また（iii）同様の性質の自己の秘密情報を保護するのと

同程度（但し、少なくとも善良な管理者の注意を払って）に、開示当事者の秘密情報を不正利用及び開示から保護するものとする。 

10. 第三者請求 
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顧客は、（a）顧客のデータ、コンテンツ又は早期アクセスサービスの利用の一環として取得・利用した第三者サービスが原因で生じた第三

者の知的財産権侵害、又は（b）本 10 条に基づく顧客の義務の違反を原因とし、又はそれに関連して、第三者の請求又は法的行為若しくは行

政行為若しくは手続（以下「本請求」という。）が開始し、又はその恐れが生じた場合、当該本請求についてコンテントスクエア及びその関

連会社並びにそれぞれの従業員、取締役、代理人及び代表者（以下「被補償当事者」という。）に対して補償を行い、被補償当事者を防御す

るものとする。コンテントスクエアは、本請求につき速やかに書面で顧客に通知し、その防御に関して合理的な支援を提供する。顧客は、顧

客の費用負担において、本請求を防御又は解決する単独の権限を有するが、かかる解決は被補償当事者に継続的な義務を課すものであっては

ならないものとする。 

11. 保証の否定 

顧客は、早期アクセスサービス及びそのアップデートにはエラーが含まれている可能性があり、限定的な評価のためにのみ提供されることを

理解している。早期アクセスサービスは、依然としてテスト段階にあり、明示又は黙示、法定又はその他の別を問わず、商品適格性、特定目

的適合性、権原又は権利不侵害の保証を含め、いかなる種類の保証もなく、「現状有姿」かつ「すべての欠陥をそのままで」、「今提供でき

る状態のまま」提供されるものである。コンテントスクエアは、早期アクセスサービスが中断せず機能すること、悪意のあるコードが含まれ

ていないこと、又はエラーなく動作することについて、いずれも保証しない。顧客は、顧客のデータを保護し、注意を払い、早期アクセスサ

ービス及び／又は付随する資料の正常な機能又は性能にいかなる意味においても依存しないようにすることが推奨される。早期アクセスサー

ビスに入力したデータ及び顧客が又は顧客のために早期アクセス期間の間に行った設定は、永久に失われる。 

12. 責任の制限 

顧客は、早期アクセスサービスが限定的な評価目的のために無償で提供されることを理解している。したがって、EAP 条項に起因又は関連す

るコンテントスクエアの責任総額は、100 ドル（$100）を超えないものとする。コンテントスクエアのサプライヤー及びライセンサーは、損

害賠償又はその他に関して EAP 条項に基づく責任を負わないものとする。いかなる場合にも、コンテントスクエア又はそのサプライヤーは、

いかなる間接的損害、付随的損害、特別損害、派生的損害又は懲罰的損害（事業利益の喪失、事業中断又はデータ若しくは情報の喪失に対す

る損害賠償を含むが、これらに制限されない。）についても責任を負わないものとし、どのように損害が発生したか、いかなる責任論かを問

わず、また、コンテントスクエア又はそのサプライヤーが当該損害の可能性について通知されていた場合であっても同様とする。かかる責任

の制限及び責任の排除並びに免責条項は、両当事者間の交渉の重要な基礎を構成するものであり、コンテントスクエアは、当該制限、排除及

び免責がなければ、EAP 条項を締結しない。 
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サポートパッケージ及びサービスレベルコミットメント 

 

このサポートパッケージは、重大な問題（P0）に対する 24時間年中無休のサポートを含む、高い水準のレスポンスコミットメントをグロー

バルに提供するものです。当社のサポートパッケージの下で、顧客は、以下のサービスレベルコミットメントを享受することができます。 

- コンテントスクエアソリューションからアクセスできる専用のヘルプセンター 

- エスカレーションを支援するために指定されたカスタマーサクセスマネージャー 

- 重大な問題（P0）に対する年中無休のサポート 

- ビジネス上の重要な問題に対する積極的かつ迅速な対応へのコミットメント 

 

1. お問い合わせ方法 

a. ヘルプセンター： https://support.contentsquare.com 

b. サポートコール番号*： 

● 米国： 1 800 301－9028 

● 英国： 0 800 098－8110 

● フランス: +33 1 89 53 66 53 

● ドイツ: +49 69 2443769700 

● スペイン: +34 932 20 20 18 

● シンガポール: +65 6016 2030 

*重大な問題（P0）のサポートに関する業務時間外の問題については、これらの番号にお電話ください。 

 

2. 営業時間 

a. 重大な問題（P0）及びそれ以外の問題－営業時間／営業日（顧客のタイムゾーンに依拠します）** 

• 米国：月曜日～金曜日、東部標準時間 9：00～21：00 

• その他の国：月曜日～金曜日、9：00～18：00 GMT 

**各国におけるコンテントスクエアの休日は含みません。 

b. 重大な問題（P0）のみ－上記のサポートコール番号は、年中無休で利用できます。 

3. サービスレベルコミットメント（SLC） 

「問題」とは、コンテントスクエアの管理下にある CSソリューションの機能又は部品のアクセシビリティ又はパフォーマンスにおける技

術的問題を指します。問題には、（i）ネットワークの変更、（ii）顧客のインターネット接続の問題若しくはインターネットの停止、又

は（iii）顧客が行った顧客サイトの他の変更に起因する問題は含まれません。問題は、以下に定義される優先順位のカテゴリーに分類さ

れます。 

問題の優先順位は、コンテントスクエアの支援技術者が顧客の状況を考慮した上で、以下の指針に従い決定するものとします。 

 

 説明 対応時間 

P0 － 重要 

 

CSソリューションがすべてのユーザーとの関係で完全に機能しなくなった

か、又はセッションリプレイ、マッピングゾーニング、ワークスペースな

ど、一部の主要な機能が完全に機能しなくなった。すべてのユーザーが CS

ソリューションにログインできなくなった。すべてのセッションレプレイの

記録に影響する問題が生じた。CSソリューションが顧客のウェブサイト

（パフォーマンス又は UI）に重大な悪影響を及ぼしている。 

2 営業時間 

又は 

2時間 － 上記の電話番号を利用して営業時

間外にサポートセンターに連絡した場合 

P1 － 高 

 

ユーザーや機能に関して顧客への影響が生じている。例えば、ページの欠

落、記録の遅延、一部のセッションリプレイの記録に影響する問題、特定の

マッピングやゾーンに関する大きな問題、データの不一致、特定のユーザー

のログインの問題又は遅延など。 

6営業時間 

 

P2 － 中 

CSソリューションは機能しているものの、一部の機能が劣化している。例

えば、セッションリプレイのプレゼンテーションの問題、特定のゾーン及び

／又はマッピングの軽微な問題など。 

8営業時間 

 

https://support.contentsquare.com/
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P3 － 低 

上記の各カテゴリーに該当しない、CSソリューションの機能性に大きな影

響を及ぼさない問題。例えば、資格要求、回避策が存在する、又は顧客への

影響がない既知の問題、機能に関するリクエストなど。 合理的期間 

4. 定義 

a. 可用性/利用可能な：コンテントスクエアが提供するユーザーインターフェースを介した CSソリューションへのアクセスを意

味します。コンテントスクエアは、99.5％（ダウンタイムイベントの場合を除く。）の可用性を提供します。 

b. 初回対応：問題が報告され、当該問題に割り当てられたコンテントスクエアの技術者が問題の診断を開始した場合に発生しま

す。 

c. 対応時間：問題に関する顧客の報告書を受領してから初回対応までの時間。 

d. 問題の是正：問題の是正は、次のいずれかによって達成されます。 

（i） 問題に対して合理的な解決策を提供すること 

（ii） 問題に対して合理的な救済策又は回避策を提供すること 

（iii） コンテントスクエアが、問題が技術サポート問題ではなく、機能拡張であると判断すること 

コンテントスクエアは、問題の修復に合理的な努力を尽くしますが、すべての問題が修復されることを保証する

ことはできません。 

e. サービスクレジット：契約期間の 1 日間延長を指します。 

f. 計画的機能停止：CSソリューションに重大な影響を及ぼす可能性のある本サービスの計画的なメンテナンスは、事前に顧客に

連絡されます。 

g. ダウンタイムイベント: (i)公共のインターネットバックボーン、ネットワーク、サーバー若しくは他のユーティリティの機

能停止、（ii）顧客の機器、システム若しくはローカルアクセスサービスの障害、（iii）計画的機能停止、又は（iv）スト

ライキ、暴動、反乱、火災、洪水、爆発、戦争、政府の行為、労働条件、地震、天災、若しくはコンテントスクエア若しくは

顧客のサーバーが所在する地域へのインターネットサービスの中断など、コンテントスクエアの支配が及ばない事態。 

h. サポートされているブラウザ: 最新バージョンの Google Chrome。 

 

5. Web ブラウザの要件 

この SLC 及びサポートパッケージは、サポートされているブラウザを利用する CSソリューションユーザーにのみ適用されます。 

 

6. 救済 

特定の月の可用性が 99.5％を下回る場合、99.5％から 1％下回るごとに（ダウンタイムイベントによる場合を除きます。）、顧客は、その唯

一かつ排他的な救済として、1 サービスクレジットを受ける権利を有するものとします。 

顧客がサービスクレジットを受領するには、サービスクレジットを発生させた事由が生じた日から 30 日以内にクレジットを請求する必要が

あります。サービスクレジットは、暦年ごとに合計 90 日を超えないものとします。 

 

 

7. エスカレーション手順 

サポート問題の事業への影響に変更があった場合、又は、問題への対応が顧客の希望に添っていない場合、顧客は問題のエスカレーションを

求めることができます。 

事業への影響と緊急性を確実に理解するために、まずは問題について担当のサポートエンジニアに相談してください。 

顧客は以下に連絡することにより、さらにエスカレーションを求めることができます。 

a. 第 1段階のエスカレーション：カスタマーサポートマネージャー 

b. 第 2段階のエスカレーション：カスタマーアカウントマネージャー及び／又はカスタマーサクセスマネージャー 

c. 第 3段階のエスカレーション：カスタマーサポートのヴァイスプレジデント 

 
 


